
上：takayamaroseでは要望にあわせて様々な
　　提案ができるよう、多くの品種のバラを
　　生産している。

下：障害者施設との連携によって、農園内に
　　はより明るくやさしい空気が生まれるよ
　　うになった。



ジョブコーチや障がい者さんたちは、既存の農作業
に新しいアイデアを生み出してくれる大切な存在。

左　：現在、バラの長さを均等にそろえる出荷調整作業について検討を行っている。こうした打ち合わせが、現
　　　行の作業工程を見直す絶好の機会となる。

妻・晴美さんとともに、フラワーアレン
ジメントや販売事業を展開。バラを通じ
た豊かな暮らしの提案を行っている。

右上：福祉施設との連携によって農園に生まれた変化のひとつが、通路の進行方向を示すサインの設置。

右下：農副連携やブランド戦略など農園の取り組みを紹介する機会も多い


